
行　政　報　告…………… ２～４

町政のそこが聞きたい………… ５

一　般　質　問…………… ６～11

決算審査特別委員会……… 12～13

委 員 会 の 動 き…………… 14～15

発行／北海道標津町議会

編集／広 報 特 別 委 員 会

しべつ 12月 定 例 会

第153号
平成27年２月１日

議会だより

キ ルト の 会
代　　表　中村　優子
会 員 数　６名
月 会 費　3,000円
設　　立　平成10年
例 　 会　月３回火曜日、日比野よし子先生を講師に迎えて
　　　　　午後１時〜３時

ひと針、ひと針に思いを込めて…手づくりの良さを楽しんでいます。
手を動かし、それ以上に口（？）も動かし、毎回和気あいあいと親睦をはかっている会です。
ご一緒に手づくりのぬくもりを楽しんでみませんか。
会員募集しています。（初心者大歓迎です。）
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基
幹
産
業
の
状
況
は

深刻な結果となった秋サケ漁
金澤瑛町長の行政報告

　

今
年
は
春
先
か
ら
天
候

が
比
較
的
安
定
し
、
牧
草

の
生
育
は
良
く
、
１
番
草

は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
燥

草
と
も
に
、
例
年
と
比
較

し
て
収
量
的
に
も
栄
養
価

的
に
も
「
良
」
と
な
っ

た
。
２
番
牧
草
の
収
量
に

つ
い
て
も
平
年
並
と
な
っ

た
。
今
年
４
月
か
ら
11
月

末
ま
で
の
８
月
間
の
生
乳

生
産
量
は
昨
年
の
２
番
牧

草
や
サ
イ
レ
ー
ジ
の
栄
養

不
足
な
ど
の
影
響
か
ら
、

対
前
年
比
1.3
％
減
の
６
４
，

９
９
３
ト
ン
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
生
乳
販
売
、
個

体
販
売
、
そ
の
他
牧
草
等

の
販
売
額
の
合
計
で
は
、

今
年
４
月
か
ら
の
乳
価
の

増
額
改
定
も
あ
っ
て
対
前

年
比
で
、
7.5
％
増
と
な
っ

た
。
一
方
、
燃
油
や
生
産

資
材
の
高
騰
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
大
豆
等
の
家
畜
飼

料
は
、
諸
外
国
の
気
候
変

動
や
円
安
の
影
響
な
ど
か

ら
、
高
止
ま
り
の
域
を
脱

せ
ず
依
然
と
し
て
厳
し
い

農
業
経
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
は
、
先
行
き
が
見
え

ず
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま

年
を
越
す
見
通
し
と
な
っ

た
。

　

今
年
の
秋
サ
ケ
漁
は
、

さ
け
ま
す
内
水
面
水
産
試

験
場
が
今
年
７
月
に
発
表

酪
農
業

漁　
業

し
た
根
室
北
部
地
区
の
水

揚
予
想
を
、
本
町
は
大
き

く
下
廻
る
前
年
比
58
％
の

４
１
１
４
ト
ン
と
、
大

変
深
刻
な
結
果
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
51
年

の
水
揚
量
４
１
１
１
ト

ン
に
次
ぐ
、
38
年
振
り

と
な
る
４
１
０
０
ト
ン

台
。
ま
た
水
揚
額
も
対

前
年
比
で
、
32
％
減
の

19
億
７
２
０
０
万
円
と
、

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
本

町
の
秋
サ
ケ
漁
業
は
、
町

の
経
済
を
潤
す
最
も
大
切

な
財
源
で
あ
る
。
そ
れ

が
「
未
曽
有
の
危
機
に
陥

っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
。

「
資
源
回
復
の
た
め
に
万

策
を
講
じ
て
参
り
た
い
」

一
言
決
意
を
申
し
上
げ
報

告
に
代
え
る
。

　

ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
は

12
月
６
日
で
、
５
５
７
０

ト
ン
の
水
揚
を
記
録
し
、

金
額
に
つ
い
て
も
、
高
い

単
価
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
初
計
画
の

10
億
９
８
０
０
万
円
を
大

き
く
上
回
る
13
億
４
０
０

０
万
円
を
超
え
る
水
揚
高

と
な
っ
た
。

　

先
般
、
職
員
が
窃
盗
に

関
す
る
事
件
に
よ
り
逮
捕

さ
れ
る
と
い
う
、
前
代
未

聞
の
不
祥
事
が
発
生
し
た
。

事
件
の
全
容
が
明
ら
か
に

な
っ
た
段
階
で
、
当
該
職

員
の
処
分
を
含
め
厳
正
に

対
処
す
る
。
こ
の
よ
う
な

事
件
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

町
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ

る
公
務
員
と
し
て
、
あ
る

ま
じ
き
行
為
で
、
大
変
遺

憾
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様

に
心
か
ら
お
詫
び
す
る
。

職
員
の
不
祥
事
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一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　容
TVHデジタルテレビ
中継局整備事業 4,933 テレビ北海道視聴のための

中継局整備の負担金
ふるさと応援基金
積立金 1,542 寄附38件の積立金

冬の生活支援特別対策
事業（福祉灯油特別助
成事業）

5,744
対象380世帯（住民税非課
税の高齢者世帯等）
15,000円（商品券）/1世帯

清掃センターストック
ヤード補修経費 976 ストックヤードの修繕費

病院会計繰出金 ▲14,297
定期ワクチン接種による
増3,671
スプリンクラー設置事業中
止により、17,968の減

多面的機能支払交付金 6,943
農地・水路・農道等の質的向
上を地域の共同で行う活動
に対する支援制度

森林環境保全整備事業
（災害分） 1,069 10月上旬の暴風による

被害木整理

秋サケ不漁対策
緊急支援事業 67,700

①�自主規制の実施による
　親魚確保対策の補助
　39,900
②ふ化放流施設負担金への補助
　19,800
③着業資金の利子補給
　8,000

閉会中の
継続調査

３委員会から申し出があり
承認しました

◎議会運営委員会

①�本会議の会期日程等の会
議の運営に対して
②�議会活動化対策に関して

◎総務経済常任委員会

①�サーモンパークの活性化
対策に関して
②観光行政に関して
③農林水産行政に関して

◎�文教福祉建設常任委
員会

①�福祉行政の施策に関して
②教育施設の施策に関して
③�住宅環境の施策に関して

�期限はそれぞれ
　平成27年３月31日まで

　

本
年
も
、
昨
年
同
様
11

月
４
日
か
ら
６
日
の
旅

程
で
、
私
と
田
中

議
長
、
大
野
院
長
、

事
務
長
の
４
人
で

教
育
関
連
診
療
科

と
し
て
内
科
、
外

科
そ
れ
ぞ
れ
認
定

病
院
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
受
け
て

い
る
久
留
米
大
学

の
医
学
部
の
内
科

学
講
座
及
び
外
科

学
講
座
の
主
任
教

授
を
訪
問
し
、
本

町
へ
の
医
師
派
遣
を
お
願

い
し
て
き
た
。

　

こ
の
結
果
、
内
科
学
講

座
の
星
野
友
昭
主
任
教
授
、

な
ら
び
に
４
月
１
日
か
ら

交
代
と
な
っ
た
外
科
学
講

座
の
赤
木
由
人
主
任
教
授

に
は
、
本
町
へ
の
医
師
派

遣
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

久
留
米
大
学

医
学
部
へ
の

訪
問
結
果

理
解
を
い
た
だ
き
、
来
年

度
以
降
も
派
遣
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
と
も
標
津
病
院
の

医
療
体
制
の
充
実
、
強
化

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

　

平
成
26
年
に
な
っ
て
68

人
の
町
民
の
皆
様
が
物
故

さ
れ
て
お
り
、
ご
遺
族
の

皆
様
に
と
っ
て
は
悲
嘆
の

中
で
今
年
も
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

星野主任教授による病棟カンファレンス

68
人
が
鬼
籍
に

※医師達による症例についての検討会
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平
成
25
年
度

決
算
報
告
を
承
認

意見書
○�義務教育段階の特別支
援学校または分校・分
教室の設置を求める意
見書
提 出 者
議会運営委員長

藤巻　国治 　　

○�国民健康保険に対する
国庫負担の増額を求め
る意見書
提 出 者
文教福祉建設常任委員長

石橋　昌幸 　　

○�「ゆきとどいた教育」の
前進を求める意見書
提 出 者
文教福祉建設常任副委員長

南　　憲治 　　

○�「高校・大学教育の無償
化」の前進を求める意
見書
提 出 者
文教福祉建設常任副委員長

南　　憲治 　　

○�「新たな高校教育に関
する指針」の見直しを
求める意見書
提 出 者
文教福祉建設常任副委員長

南　　憲治 　　

○�再任用教員が培った力
を生かし、少人数学級
の実現・教育条件整備
に向け必要な交付税措
置を国に求める意見書
提 出 者
文教福祉建設常任副委員長

南　　憲治 　　

同意案件
固定資産評価審査委員会委員
山本　祐一

標津町字川北本通６番地
〈任期〉平成26.12.20〜29.12.19

○�安全・安心の医療・介護
の実現、医療・介護従事
者の大幅増員と処遇改
善を求める意見書
提 出 者
文教福祉建設常任委員長

石橋　昌幸 　　

○�必要な介護サービスを
受けられるよう求める
意見書
提 出 者
文教福祉建設常任委員長

石橋　昌幸 　　

○�再任用教員が培った力
を生かし、少人数学級
の実現・教育条件整備
に向け希望者全員の再
任用を求める意見書
提 出 者
文教福祉建設常任副委員長

南　　憲治 　　

　

す
で
に
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

及
び
９
件
の
特
別
会
計
決

算
は
、
石
橋
昌
幸
特
別
委

員
長
か
ら
３
点
の
意
見
を

付
し
て
認
定
す
べ
き
と
の

報
告
を
受
け
承
認
し
ま
し

た
。
付
帯
意
見
は

１
、
重
要
な
財
源
で
あ
る

各
税
、
各
保
険
料
、
各
種

使
用
料
等
の
収
納
業
務
に

つ
い
て
一
定
の
評
価
は
で

き
る
も
の
の
、
滞
納
額
の

現
実
を
視
れ
ば
、
住
民
の

公
平
負
担
の
原
則
に
反
す

る
も
の
で
健
全
な
財
政
運

容
を
執
行
す
る
上
で
不
可

欠
の
条
件
で
あ
る
。　
　

　

特
に
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
額
は
多
額
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
滞
納
者
の
解

消
と
現
年
度
納
入
率
の
向

上
対
策
に
、
な
お
一
層
の

努
力
を
す
る
こ
と
。

２
、
行
政
改
革
に
よ
り

正
職
員
が
減
少
し
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
行
政
組

織
力
の
低
下
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
職

員
も
含
め
た
接
遇
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
な
ど
の
充

実
や
職
場
で
職
員
を
育
て

る
環
境
体
制
の
整
備
を
行

い
、
時
代
に
即
し
た
行
政

組
織
の
構
築
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

国
・
道
の
派
遣
・
研
修
に

つ
い
て
復
活
す
る
こ
と
を

検
討
さ
れ
た
い
。

３
、
25
年
度
に
お
い
て
社

会
教
育
の
青
年
交
流
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
様
々
に

町
の
今
後
を
担
う
青
年
の

育
成
や
産
業
間
で
の
意
見

の
疎
通
な
ど
を
図
る
こ
と

は
重
要
で
、
次
年
度
以
降

の
実
施
と
効
果
的
な
事
業

推
進
に
努
め
る
こ
と
。
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平成26年第４回定例会（12月11〜 12日）で６議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
稗　貫　隆　樹　議員	 ６ページ
　●  �標津町の児童生徒の学力向上を図る取り組み、
　　  その成果について、及び標津高校間口維持に
　　  係る取り組みについて
　●  「地方創生」と「女性の活用」等について

小　川　悠　治　議員	 ７ページ
　●  老後を、少しでも長く自宅で暮らせる標津に
　　  ・買い物難民対策（移動販売の充実）
　　  ・配食サービス事業
　●  秋サケ不漁対策

木　下　　　孝　議員	 10ページ
　●   秋サケ漁 38年振りの大不漁
　　  行政の対応・施策は？

石　橋　昌　幸　議員	 11ページ
　●  福祉支援の考え方について

南　　　憲　治　議員	 ９ページ
　●  廃校となった校舎の有効活用など、公共施設の
　　  計画的な管理・活用による地域活性化について

一　般　質　問

吉　田　　　智　議員	 ８ページ
　●   ―地方創生―

　　   やる気 の見える
　　  『地方版（標津版）総合戦略』の策定を…
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標
津
型
学
習
ス
タ
イ
ル（
問
題
解

決
型
学
習
）を
今
後
も
継
続

振
興
会
を

通
じ
た
対
応
を

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
本
部
」で
検
討

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を

図
る
取
り
組
み

標
津
高
校
間
口
維

持
へ・札
幌
圏・釧

路
圏
へ
の
対
応
は

雇
用
創
出
に
関
わ

る
新
規
事
業
は

問
11
月
、
４
月
実
施
の

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の

「
管
内
別
正
答
率
」「
市
町

村
別
結
果
」
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
評
価
・
分
析
は
。

現
状
の
要
因
及
び
今
後
に

向
け
た
改
善
の
具
体
策
は
。

秋
田
県
と
の
教
員
派
遣
・

交
流
を
通
じ
本
町
へ
の
具

体
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
方
法
は
。 

※１

Ｎ
Ｉ
Ｅ
：

教
育
に
新
聞
を　

の
有
効

な
具
体
策
は
。

答　

教
育
長　
小
学
校
国

語
で
は
特
に
「
書
く
こ

と
」
を
課
題
と
す
る
一

方
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」
で
上
向
き
の
傾

向
。
算
数
で
は
、
「
数
と

計
算
」
で
上
向
い
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
教
科
・
領

域
に
よ
る
起
伏
は
あ
る

が
お
お
む
ね
全
教
科
と
も

全
国
平
均
同
等
以
上
で
あ

る
。
現
在
の
生
活
習
慣
の

中
で
家
庭
学
習
に
た
い
す

る
意
識
化
や
目
的
意
識
を

持
っ
た
取
り
組
み
の
定
着

を
図
っ
て
き
た
。
対
策
と

し
て
「
標
津
型
学
習
ス
タ

イ
ル
（
問
題
解
決
型
学

習
）
」
を
継
続
・
推
進
し

て
、
分
か
る
授
業
の
た
め

に
、
ノ
ー
ト
指
導
を
重
視

し
、
楽
し
く
学
び
取
れ
る

※２

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を

積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

　

秋
田
県
と
の
交
流
は
、

昨
年
度
か
ら
相
互
交
流
を

行
っ
て
お
り
。
学
習
プ
ロ

セ
ス
や
学
習
ル
ー
ル
の
系

統
的
・
体
系
的
な
徹
底
の

下
、
児
童
・
生
徒
へ
の
浸

透
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ　

の
活
用
に

つ
い
て
は
「
活
字
に
触
れ

る
こ
と
」
を
中
心
に
問
題

点
や
話
題
の
掘
り
起
こ
し
、

研
究
取
材
に
活
か
さ
れ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

は
、
現
在
の
Ｔ
Ｖ
＋
実
物

投
影
機
や
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
に
加
え
て
、
今
後
は
早

期
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
を
進
め
る
。

標津町教育実践発表研究会（公開授業）

知床ファームの養鹿の様子

問
標
津
高
校
２
間
口
維
持

へ
、
根
室
管
内
以
外
に
も

目
を
向
け
る
べ
き
。

答　

教
育
長　
標
津
高
校

の
新
た
な
支
援
策
が
近
隣

の
町
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
本
町
の
幼
少
中
高
ま

で
の
統
一
し
た
教
育
方

針
・
方
向
を
今
後
も
発
展

さ
せ
る
。
振
興
会
を
通
し

た
対
策
も
今
後
考
え
る
。

問
事
業
誘
致
、
企
業
誘
致

に
向
け
、
担
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
置
し
、
本
町
の

立
地
・
環
境
に
あ
っ
た

事
業
、
企
業
の
掘
り
起
こ

し
を
。「
温
泉
水
熱
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
活
用

の
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
」
や

「
エ
ゾ
シ
カ
有
効
活
用
の

養
鹿
事
業
」
も
有
力
。

答
12
月
１
日
に
町
長
を
本

部
長
と
す
る
※３「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
」
を
立
ち
上
げ
・
標
津

版
総
合
戦
略
を
立
て
る
。

若
手
職
員
や
地
域
の
人
の

考
え
を
広
く
聴
き
な
が
ら

進
め
る
。
女
性
を
活
か
し
、

女
性
が
輝
く
こ
と
も
含
め

て
検
討
す
る
。

稗貫　隆樹 議員

※３ P８ 参考資料３ 参照

※１ NIE：N
●

ewspaper I
●

n E
●

ducation　教育に新聞の有効性を取り入れる活動
　　　　　〜教育に新聞を〜

※２ ICT：（I
●

nformation and C
●

ommunication T
●

echnology
　　　　　　情報通信技術）
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小川　悠治 議員

総
合
的
な
福
祉
支
援
対
策
で

検
討
す
る

し
っ
か
り
と
課
題
や
要
望
を

整
理
す
る

激
甚
災
害
に
匹
敵
、

す
ぐ
緊
急
支
援
を

老
後
を
自
宅
で
暮
ら
せ
る
標
津
に

高
齢
者
に
食
事
の
配
達
を

サ
ケ
不
漁
！町

の
緊
急
支
援
対
策
を

●
高
齢
者
の
買
い
物
対
策

問
買
い
物
難
民

　

身
近
に
店
舗
が
無
く
、

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
が

買
い
物
に
困
る
切
実
な
問

題
が
あ
る
。

　
「
カ
ウ
モ
ン
号
」
を
頼

り
に
す
る
高
齢
者
か
ら

・
時
間
帯
の
周
知

・
後
半
に
は
品
物
が
無
い

・�

注
文
や
配
達
が
出
来
な

い
か

な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

●�

高
齢
者
の
要
望
を

充
分
反
映
さ
せ
る

答
高
齢
者
は
６
０
６
世
帯

８
５
８
人
。
高
齢
者
の
買

問
高
齢
者
の
食
事
が
確
保

さ
れ
れ
ば
引
き
続
き
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
推
進
し

て
欲
し
い
。

●
影
響
は
町
政
全
般
か
ら

福
祉
・
教
育
に
も
！

問
今
年
の
秋
サ
ケ
漁
は
数

十
年
ぶ
り
の
大
不
漁
に
終

わ
っ
た
。
町
経
済
の
一
翼

を
支
え
る
漁
業
の
不
振
は
、

福
祉
・
教
育
か
ら
町
政
全

般
に
係
る
重
大
事
案
で
あ

り
、
資
源
対
策
も
含
め
た

町
の
緊
急
支
援
が
必
要
。

い
物
事
情
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
細
か
く
声
を
聞

き
、
将
来
を
見
据
え
、
老

後
を
自
宅
で
過
ご
せ
る
よ

う
短
期
・
中
長
期
の
対
策

を
示
す
。

答
買
い
物
対
策
と
同
じ
く

し
っ
か
り
と
課
題
や
要
望

を
整
理
す
る
。
ど
の
よ
う

な
形
で
サ
ー
ビ
ス
が
出
来

る
か
「
総
合
的
な
福
祉
支

援
」
の
中
で
対
策
を
示
す
。

●�

着
業
、
漁
港
負
担
金
、

資
源
対
策
の
支
援
も

答
標
津
は
秋
サ
ケ
無
く
し

て
語
れ
な
い
。
災
害
な
ら

国
の
補
助
金
で
修
復
で
き

る
が
、
不
漁
対
策
に
は
何

も
無
い
。
町
と
し
て
す
ぐ

緊
急
対
策
※
を
実
施
す
る
。

春
の
着
業
や
資
源
回
復
支

援
を
積
極
的
に
行
う
。

※ P10　　参照参考
３
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吉田　智 議員

問
国
は
、「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
内
容
に
応
じ
て

交
付
金
の
配
分
額
に
差
を

つ
け
る
方
針
で
あ
る
。
参
考

資
料
１ 

※１「
消
滅
可
能
性
都

市
８
９
６
の
リ
ス
ト
」
に

挙
げ
ら
れ
た
標
津
町
は

真し
ん
し摯
に
そ
の
推
計
結
果
を

受
け
止
め
、
日
本
創
成
会

議
の
提
言
要
旨
を
柱
に
し

や
る
気 

の
見
え
る
「
標
津

版
総
合
戦
略
」
の
策
定
が

望
ま
れ
る
。
そ
の
為
に
、

❶
総
合
戦
略
に
「
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
政
策
・

事
業
を
組
み
込
み
、
人
口

の
自
然
減
を
抑
制
す
る
。

❷
中
標
津
町
を
中
心
と
し

た
定
住
圏
を
形
成
し
、
地

域
連
携
を
計
り
、
人
口
の

社
会
減
を
抑
制
す
る
。

❸
未
来
を
担
う
青
年
の
意

見
を
積
極
的
に
採
択
す
る
。

　

以
上
３
点
を
提
案
す
る
。

答
❶
標
津
版
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を 

参
考
資
料
３ 

の
要
領
で
設
置

し
、
総
合
戦
略
を
新
た
な

標
津
版「
創
生
本
部
」設
置

「
し
べ
つ
未
来
塾
」始
動

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
し
て

策
定
し
て
行
く
。

❷
中
標
津
町
を
定
住
圏
の

中
核
都
市
と
し
、
人
口
流

出
の
ダ
ム
機
能
の
構
築
を

検
討
す
る
。

❸
町
の
未
来
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
為
、
町
内
の

20
～
40
歳
前
後
の
男
女
15

人
で
構
成
す
る
※２「
し
べ

つ
未
来
塾
」
を
12
月
下
旬

に
始
動
す
る
。

参考資料１

参考資料２

参考資料３

平成26年11月３日付　朝刊より １面

北海道新聞

※１ 消滅可能性都市…人口減少で将来的に住民自治の
維持が危ぶまれる自治体。2014年５月発表の日本創
成会議・人口減少問題検討分科会のレポートに掲載。
そのレポートを書籍化したのが 参考資料２ 

日本創成会議・人口減少問題検討分科会
　座長  増田 寛也  氏  編集著作

―地方創生― 
や
る
気 

の
見
え
る

『
地
方
版（
標
津
版
）総
合
戦
略
』

の
策
定
を
…

※2 平成26年12月20日㈯標津町生涯学習センター
「あすぱる」において、「しべつ未来塾」の開塾式
が行われた。（ 写真 参照） 写真
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南　　憲治 議員

平
成
26
年
度
以
降
も

総
合
的
に
検
討
を
推
進

地
域
の
思
い
を
含
め
た

総
合
的
な
検
討
を
…

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再
生
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

廃
校
の
活
用
策
の
取
り
組
み
を
…

問
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再
生

と
あ
る
が
特
に
学
校
を
指

し
て
の
質
問
で
あ
る
。

　

国
の
『
公
共
施
設
等
の

総
合
的
な
管
理
に
よ
る
老

朽
化
対
策
等
の
推
進
に
つ

い
て
』
の
策
定
に
対
し
、

道
内
の
全
市
町
村
が
財
政

支
援
の
あ
る
平
成
16
年
度

内
に
策
定
す
る
と
あ
る
。

　

近
隣
の
町
で
は
、
閉
校

し
た
校
舎
の
有
効
活
用
策

と
し
て
、
地
域
住
民
や
町

内
各
機
関
で
検
討
を
し
、

生
涯
学
習
研
究
所
と
し
て

利
用
さ
れ
、
又
、
広
く
国

問
平
成
26
年
度
『
教
育
行

政
の
重
点
施
策
資
料
』
に

統
廃
合
校
舎
の
今
後
の
方

針
に
、
薫
別
、
古
多
糠
の

廃
校
舎
は
、
地
域
と
の
協

議
を
継
続
し
、
基
本
的
に

取
り
壊
し
の
方
針
。

　

平
成
26
年
度
に
方
針
決

定
と
あ
る
。

　

廃
校
の
活
用
策
を
切
に

願
う
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
教
育
長　
平
成
29
年

度
に
標
津
こ
ど
も
園
が
開

校
予
定
で
あ
る
。
保
育
園
、

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
、
幼
稚

園
の
建
物
が
空
く
。

内
に
公
募
し
、
家
具
や
雑

貨
の
工
房
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
、
薫
別
と
古

多
糠
地
区
に
廃
校
校
舎
と

教
員
住
宅
が
あ
る
。

　

２
地
域
の
残
さ
れ
た
校

舎
と
住
宅
に
つ
い
て
、
活

用
策
を
積
極
的
に
模
索
す

べ
き
と
思
う
が
、
閉
校
か

ら
今
日
ま
で
の
取
り
組
み

の
内
容
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
薫
別
、
古

多
糠
の
2
校
が
廃
校
に

な
っ
て
3
年
経
つ
。

　

統
廃
合
、
統
合
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
方
々

の
考
え
、
教
育
に
対
す
る

考
え
方
を
尊
重
す
る
。

　

そ
の
観
点
で
何
度
か
話

し
合
い
を
し
、
各
地
域
の

考
え
、
要
望
を
待
っ
て
い

　

そ
れ
ら
を
含
め
た
総
合

的
な
見
地
に
立
っ
て
検
討

す
る
。

　

地
域
住
民
の
学
校
へ
の

愛
着
、
気
持
ち
を
大
事
に

す
る
。

　

い
つ
い
つ
迄
に
結
論
を

出
し
て
下
さ
い
と
言
う
事

で
は
な
い
。

　

26
年
度
を
目
標
と
し
て
、

提
案
し
て
い
る
が
、
地
域

の
思
い
、
地
域
の
条
件
、

そ
し
て
多
く
の
情
報
を
収

集
し
、
発
信
し
て
総
合
的

な
検
討
を
今
後
も
。

　

平
成
26
年
度
で
終
わ
る

と
言
う
事
は
な
い
。

平成24年３月閉校古多糠小中学校 平成24年２月閉校薫別小中学校

た
校
舎
の
利
用
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
考

え
が
あ
る
と
の
事
で
、
そ

の
考
え
を
尊
重
し
て
ゆ
く

の
が
教
育
委
員
会
の
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
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問
本
町
の
二
大
基
幹
産
業

の
一
つ
で
あ
る
水
産
業
に

お
け
る
「
秋
サ
ケ
漁
」
が

７
年
も
の
不
漁
に
終
始
し

て
お
り
、
特
に
本
年
は
、

昭
和
51
年
以
来
、
38
年
振

木下　孝 議員

答
緊
急
支
援
の
第
一
弾
と

し
て
参考
３

の
要
領
に
て
、
本

定
例
会
に
、
議
案
第
52
号

と
し
て
提
案
す
る
。

　

32
の
不
漁
要
因
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
究
明
は
困
難

を
極
め
て
い
る
が
、
来
遊

資
源
の
回
復
を
目
指
し
、

今
後
も
、
国
や
道
等
に
対

し
、
不
漁
要
因
の
究
明
を

強
く
求
め
て
行
く
。

り
の
大
不
漁
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
漁
業
者

は
元
よ
り
、
水
産
加
工
業

界
、
運
送
関
連
業
界
等
の

雇
用
問
題
、
加
え
て
、
地

域
経
済
に
多
大
な
る
影
響

を
与
え
る
。
更
に
、
町
財

政
（
歳
入
：
町
民
税
）
へ

の
影
響
は
極
め
て
深
刻

で
あ
る
。（
参考
１

参
照
）
標

津
町
の
存
亡
に
関
わ
る

重
大
な
行
政
課
題
と
し
て

緊
急
な
行
政
対
応
・
施
策

と
、
更
に
、　

根
本
的
に

不
漁
要
因
を
科
学
的
・
専

門
的
・
多
角
的
に
調
査
し
、

究
明
す
る
事
が
求
め
ら
れ

る
。（
参考
２

参
照
）

　

以
上
２
点
を
質
す
。

不
漁
対
策
緊
急

支
援
を
行
な
う

稚魚放流数と漁獲及び住民税の推移

↑※稚魚放流数は漁獲年度の４年度前の放流数

区分

年度
稚魚放流数

漁　　獲 町民税
（サケ定置漁業者分）数　　量 金　　額

H26
（H22） 77,548千尾

4,114（t）
1,245,069（尾）

1,972,098千円
55.0％減

（単価479円/㎏）

19,726千円
66.8％減

H25
（H21） 75,644千尾

7,053（t）
2,303,073（尾）

 2,906,847千円
（単価412円/㎏）

27,806千円

H19
（H15） 73,775千尾

12,871（t）
4,219,651（尾）

4,383,361千円
（単価341円/㎏）

59,408千円

S51
（S47） 49,228千尾

4,111（t）
1,145,000（尾）

3,873,535千円
（単価942円/㎏）

データ不明

参考
１

　平成26年12月12日、平成26年第４回標津町議会定例会において、議案第52号一
般会計補正予算（第５号）として、下記の内容で提出され、全会一致で可決された。

秋サケ不漁対策緊急支援補助金
（漁業経営安定対策）

対策の内容 補助金額（千円） 補 助 率

①�自主規制の実施による親魚確保対策
に対し、サケ定置部会に補助（親魚
確保数約４万尾の2/3）

39,900 2/3

【算出根拠】40,000尾×3.16㎏/尾（網揚時）×474円/㎏（網揚時）×2/3≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39,900千円

②�ふ化放流施設整備負担金への補助
（定置漁業者が負担する施設整備事
業分）

19,800 全額
10/10

③�来期着業資金の安定借入のための利
子補給（借入見込額約７億円に対す
る利率1.2～1.5%の全額を利子補
給）

8,000 全額
10/10

合　　計 67,700 参考
３

大
不
漁

科学的・専門的・多角的調査項目（例）

　地球環境
　海域（根室北部海区・標津海域）鮭資源
　国後島～択捉島に於ける「鮭漁」の現状
　稚魚放流と回帰
　生産者対策（資金調達等）
　海流（潮）・海水温の変化
　孵化放流の環境・幼魚飼育方法
　卵～稚魚～放流「河川環境」～成魚までの環境変化

（回帰への影響）

参考
２

 
秋
サ
ケ
漁 

38
年
振
り
の

行
政
対
応・施
策
は
？
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石橋　昌幸 議員

●町営無料バス運行状況 資料１

市
街
循
環
線

年度 １便
（人）

２便
（人）

３便
（人）

計
（人）

運行
日数
（日）

運行
便数
（回）

第１便平均
乗車人員
（人）

第２便平均
乗車人員
（人）

第３便平均
乗車人員
（人）

平均
乗車人数
（人）

運行距離
（㎞）

23 249 384 404 1,037 97 291 2.57 3.96 4.16 3.56 1,911.0

24 166 370 383 919 99 296 1.68 3.74 3.87 3.10 1,973.0

25 123 440 481 1,044 97 291 1.27 4.54 4.96 3.59 1,999.0

古
多
糠　

　

川
北
線

年度 １便
（人）

２便
（人）

特別
（人）

計
（人）

運行
日数
（日）

運行
便数
（回）

第１便平均
乗車人員
（人）

第２便平均
乗車人員
（人）

特別便平均
乗車人員
（人）

平均
乗車人数
（人）

運行距離
（㎞）

23 685 637 1,322 99 198 6.92 6.43 6.68 11,947.8

24 735 864 1,599 100 200 7.35 8.64 8.00 12,162.0

25 622 602 1,224 96 194 6.48 6.27 6.38 11,789.2

資料２●高齢者無料バス事業実績　対象者：70歳以上
年度 対象者数

（人）
登録者数
（人）

登録率
（％）

利用者数
（人）

利用率
（％）

利用回数
（回）

１人当
利用数（回）

支出額
（円）

23 1,039 146 14.05 79 54.11 1,280 16.20 567,120

24 1,070 157 14.67 86 54.78 1,283 14.92 570,740

25 1,060 148 13.96 75 50.68 1,194 15.92 499,420

計 3,169 451 240 3,757 1,637,280

平均 1,056 150 14.22 80 53.19 1,252 15.68 545,760

資料３●高齢者等通院ハイヤー利用実績
年　度 登録者数

（人）
利用者数
（人）

利用率
（％）

延べ利用者
（人）

利用回数
（回）

金　額
（円）

残　額
（円）

23 74 54 73.0 267 520 275,600 360,400

24 71 56 78.9 270 522 276,660 359,340

25 74 49 66.2 249 455 241,150 394,850

資料４

●配食サービス利用状況
年　度 利用者数（人） 延べ利用者（人） 利用回数（回） １人当り利用回数（回）

23 14 98 1,734 17.69

24 15 39 605 15.51

25 11 35 684 19.54

計 40 172 3,023 （平均）17.58

問
高
齢
者
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
福
祉
支
援

を
見
直
す
、
特
に
「
町
営

無
料
バ
ス
市
街
循
環
線
と

古
多
糠
川
北
線
」「
高
齢

者
無
料
バ
ス
乗
車
券
」「

高
齢
者
等
通
院
ハ
イ
ヤ
ー

助
成
券
」「
標
津
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ひ
ま
わ

り
温
泉
」「
標
津
町
地
域

支
援
事
業
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
こ
れ
ら
の
利
用

度
は
多
い
と
は
決
し
て
言

え
な
い
資
料
１
～
５
参

照
。
独
居
老
人
世
帯
３
０

５
世
帯
、
老
夫
婦
世
帯
２

４
５
世
帯
、
こ
の
世
帯
の

家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る

為
に
、
利
用
を
促
進
す
べ

き
。

答
い
ま
ま
で
も
水
道
、
下

水
道
の
公
共
料
金
の
助
成
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸

与
、
現
金
給
付
な
ど
所
得

税
が
非
課
税
の
方
で
65
才

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

な
ど
に
使
用
し
て
き
た
。

古
多
糠
川
北
線
の
高
齢
者

無
料
バ
ス
、
利
用
者
の
要

望
な
ど
を
聞
き
、
改
善
で

き
る
物
は
し
て
い
く
。
ひ

ま
わ
り
温
泉
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
は
一
旦
ス
タ
ー
ト
し

た
ら
「
ど
う
ぞ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
」
の
一
方
通
行

が
あ
る
と
思
う
が
Ｈ
27
年

に
サ
ー
ビ
ス
利
用
高
齢
者

の
意
見
を
調
整
し
、
で
き

る
物
は
先
立
っ
て
検
討
す

る
。

利
用
者
の
意
見
を
調
整
し

さ
き
だ
っ
て
検
討
す
る

福
祉
支
援
の
見
直
し

●ひまわり温泉入浴利用状況
年度 男（人） 女（人） 計（人） 日数（日） 平均（人／日）

23 2,802 3,293 6,095 193 31.6

24 2,450 3,277 5,727 188 30.5

25 2,327 3,397 5,724 194 29.5

資料５

各年度予算額　636,000円
（530円×12枚×100名）
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平成26年10月27日〜31日

決算審査特別委員会

決
算
審
査
報
告

決
算
審
査

　
総
括
Ｑ
＆
Ａ

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会

計
・
９
特
別
会
計
は
10
月

27
日
〜
31
日
ま
で
の
５
日

間
、
議
長
と
議
員
選
出

監
査
委
員
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
決
算
審

査
特
別
委
員
会
（
石
橋
昌

幸
委
員
長
・
藤
本
靖
副
委

員
長
）
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
理
事
者
及
び
各
課

主
査
以
上
の
職
員
が
出
席

し
、
質
疑
終
了
後
、
会
計

ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
委
員
会
と
し
て
は

各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
、
石
橋
委
員

長
か
ら
委
員
会
審
査
報
告

が
な
さ
れ
、
各
会
計
と
も

委
員
長
報
告
の
と
お
り
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

議案番号 事　　件　　名
認定第１号 平成25年度標津町一般会計決算
認定第２号 平成25年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算
認定第３号 平成25年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）決算
認定第４号 平成25年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）決算
認定第５号 平成25年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）決算

議案番号 事　　件　　名
認定第６号 平成25年度標津町後期高齢者医療特別会計決算
認定第７号 平成25年度標津町簡易水道特別会計決算
認定第８号 平成25年度標津町下水道特別会計決算
認定第９号 平成25年度標津町金山地域休養施設特別会計決算
認定第10号 平成25年度標津町サーモンパーク特別会計決算

Ｑ
滞
納
税
、
滞
納
料
金
に

６
項
目
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
多
額
な
滞

納
額
の
国
民
健
康
保
険
税

を
含
め
た
今
後
の
回
収
見

込
み
に
つ
い
て
の
答
弁
を
。

Ａ
町
税
の
公
租
・
公
課
含

め
て
頭
を
痛
め
る
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。
徴
収
は
税

務
課
・
国
保
税
は
住
民
生

活
課
で
あ
る
の
で
組
織
を

徴
収
課
と
し
て
一
元
化
も

考
え
て
い
る
。
今
や
れ
る

こ
と
は
臨
戸
訪
問
で
各
家

庭
に
き
め
細
や
か
な
納
付

を
促
す
。
職
員
も
自
主
財

源
を
確
保
す
る
使
命
を

持
っ
て
や
る
こ
と
を
認
識

し
、
人
事
配
置
も
含
め
、

一
番
の
最
大
の
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
行
政
組
織
力
の
強
化
に

つ
い
て
、
ま
さ
に
現
状
の

職
員
個
々
の
能
力
が
非
常

に
減
退
し
て
い
る
。
職
員

の
一
番
大
事
で
あ
る
町
民

に
対
す
る
接
遇
が
お
粗
末

で
あ
る
。
部
下
指
導
、
接

遇
の
充
実
強
化
が
必
要
と

思
う
が
考
え
方
を
伺
う
。

Ａ
職
場
の
中
で
切
磋
琢
磨

さ
れ
、
そ
の
中
枢
に
な
る

の
が
課
長
で
、
部
下
の
指

導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
基
礎
基
本
で
あ
る
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
た

め
に
職
員
研
修
も
含
め
早

急
に
取
り
組
む
。

Ｑ
福
祉
灯
油
特
別
助
成
事

業
の
継
続
と
北
海
道
電
力

の
１５
．
３３
％
の
値
上
げ
に

対
し
福
祉
電
気
料
特
別
助

成
事
業
の
支
援
を
望
む
。

Ａ
今
年
は
引
き
続
き
電
気

も
含
め
て
実
施
し
た
い
。
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一般
会計

各会計　歳入・歳出決算総括表

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

一　般　会　計 64億1,907万円 61億9,687万円 2億2,220万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億2,671万円 9億940万円 1,731万円
介護保険特別会計（事業勘定） 4億4,308万円 4億3,980万円 328万円
介護保険特別会計（サービス事業勘定）	 2,755万円 2,755万円 0
後期高齢者医療特別会計	 1億1,635万円 1億1,548万円 87万円
簡易水道特別会計 1億6,469万円 1億6,469万円 0
下水道特別会計	 3億4,089万円 3億4,060万円 29万円 
金山地域休養施設等特別会計	 1,474万円 1,474万円 0
サーモンパーク特別会計 22万円 22万円 0
特　別　会　計　合　計 20億3,427万円 20億1,233万円 2,195万円

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 7億932万円 7億901万円 31万円
（病院事業） 資本的収支 1億4,945万円 1億4,945万円 0

企業会計合計 8億5,877万円 8億5,846万円 31万円

総　　　　　　　計 93億1,211万円 90億6,765万円 2億4,446万円

　　　　
　　

　
　
　
　
　
　
　
依
存

財
源　　　自主財

源

町税
6億6,617万円
（10.4%）

繰入金、繰越金
2億9,404万円
（4.6%）

使用料等
2億6,548万円
（4.1%）

地方交付税
34億216万円
（53.0%）

※自主財源　12億2,569万円　（20％）
※依存財源　51億9,338万円　（80％）

地方譲与税等
2億425万円
（3.2%）

町債
7億7,470万円
（12.0%）

国道支出金
8億1,227万円
（12.7%）

人件費
8億3,717万円
（13.5%）

扶助費
3億5,393万円
（5.7%）

公債費
6億3,664万円
（10.3%）

物件費等
8億9,542万円
（14.4%）

補助費等
9億2,935万円
（15.0%）

普通建設事業費
14億2,632万円
（23.0％）

繰出金等
5億5,539万円
（9.0%）

積立金
5億6,265万円
（9.1%）

「目的別」内訳

歳出
61億9,687万円

町債＝借金 公債費＝返済金 積立金＝貯金

「財源別」内訳

歳入
64億1,907万円

平成25年度　まちの決算書

～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの推進～

対前年比
2.7％減

歳出
歳入 64億1,907万円 差　引

２億2,220万円歳出 61億9,687万円
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根室地方森林・林業・林産業活性化
推進議員連盟協議会研修会

９月30日　於：羅臼町

根室町村議会議長会主催議員研修会
10月25日　於：羅臼町

　

10
月
25
日
羅
臼
町
に
お
い

て
、
根
室
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
知
床
財
団

羅
臼
地
区
事
業
係
長
・
野の

別べ
つ

貴
博
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
国
後
島
と
択
捉
島
の
自
然
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

国
後
島
中
南
部
及
び
択
捉

島
北
中
部
に
お
け
る
外
来
生

物
種
・
絶
滅
危
惧
種
に
関
す

る
調
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
島
と
羅
臼
・
知
床
半
島

と
生
態
系
の
同
異
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
階
建
漁
港
、

海
洋
深
層
水
取
水
設
備
、
昆

布
倉
庫
を
、
商
工
観
光
課
と

漁
協
職
員
の
説
明
を
受
け
、

視
察
研
修
し
ま
し
た
。

 

出
席
議
員

●
田
中
議
長　

●
小
川
副
議
長

●
高
橋
議
員　

●
藤
巻
議
員

●
石
橋
議
員　

●
南
議
員

●
吉
田
議
員　

●
稗
貫
議
員

根室町村議会議長会主催議員研修会

最高級『羅臼昆布』 海洋深層水取水設備（制御盤） 二階建漁港

　

９
月
30
日
、
羅
臼
町
岬
町
の

チ
エ
ン
ベ
ツ
川
下
流
域
に
お
い

て
、
根
室
地
方
森
林
・
林
業
・

林
産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟

協
議
会
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

①
世
界
遺
産
登
録
に
関
連
す
る

河
川
工
作
物
の
改
良
勧
告
に
基

づ
い
た
魚
道
新
設
工
事
（
台
形

断
面
型
折
り
返
し
階
段
式
魚

道
を
選
択
・
採
用　

図
形

及
び

写
真
１

参
照
）

②
世
界
遺
産
登
録
エ
リ
ア
に

隣
接
す
る
山
腹
斜
面
に
て
の
、

「
羅
臼
町
に
お
け
る
自
生
種

に
よ
る
斜
面
治
山
緑
化
工
事
」

（
写
真
２

参
照
）

　

①
、
②
の
事
例
に
関
し
て
、

根
室
振
興
局
林
務
課
主
査
・
鈴

木
克
哉
氏
よ
り
現
地
に
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

 

出
席
議
員

根
室
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化

推
進
議
員
連
盟
協
議
会

●
副
会
長　

大
垣　
　

勇

●
理　

事　

南　
　

憲
治

●
監　

事　

吉
田　
　

智

●
代
議
員　

石
橋　

昌
幸

根室地方森林・林業・林産業活性化推進議員連盟協議会研修会

自生種による斜面治山緑化工事の現場写真２ 台形断面型折り返し階段式魚道写真１ 台形断面型魚道図形

研修会報告

中の壁
中の壁

水面

中の壁

・魚道を横から見た図
〈魚道の中の壁を斜めに施工〉

スムーズな流れ
 魚は泳いで上れる

石が流れやすい
 流れで石が浮く
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文教福祉建設常任委員会
所管事務調査報告

道内行政視察（11月18日～ 20日）
①フラノマルシェ
②社会福祉法人厚生協会「わかふじ寮」
③サービス付き高齢者向け住宅「すずらん」
④釧路市福祉部生活福祉事務所

調
査
項
目

④
釧
路
市
福
祉
部

生
活
福
祉
事
務
所

　

合
併
時
19
万
人
の
人
口

で
あ
っ
た
釧
路
市
は
現
在

17
万
８
千
人
で
あ
る
。

　

生
活
保
護
受
給
者
の
実
態

は
、
市
民
約
18
人
に
１
人
で

あ
る
釧
路
市
は
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
の
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
」
施
行
に
先
駆

け
、
国
よ
り
生
活
保
護
受
給

者
に
対
し
、
自
立
支
援
事
業

の
策
定
と
、
推
進
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
指
定
を
受
け
、
被

保
護
者
の
自
尊
感
情
を
回
復

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
、
活
躍
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
“
ま
ち
づ
く
り
”
は
成

り
立
た
な
い
を
信
条
と
し
、

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

の
自
立
支
援
の
強
化
を
計
る

た
め
、
自
立
相
談
支
援
事
業

等
の
事
業
を
モ
デ
ル
実
施
し

生
活
困
窮
者
の
支
援
を
行
っ

て
き
た
。 

①「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」

　

中
心
市
街
地
に
観
光
客
の

取
り
組
み
拠
点
を
作
り
、
商

店
街
と
連
携
し
、
歩
行
者
数

の
増
加
と
中
心
市
街
地
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
の
を

目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
フ

ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」
は
平
成
26

年
は
10
月
で
年
間
80
万
人
を

超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。　

　

第
一
期
の
「
フ
ラ
ノ
マ
ル

シ
ェ
」
に
続
い
て
平
成
27
年

３
月
完
成
予
定
の
歩
い
て
暮

ら
せ
る
住
空
間
の
創
出
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
老
人
介
護
施
設

（
24
時
間
託
児
所
併
設
）、
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
調
剤
薬
局
、
市

営
保
育
所
な
ど
を
併
設
し
た

ネ
ー
ブ
ル
※
タ
ウ
ン
の
開
発

事
業
中
で
あ
る
。

②
厚
生
協
会「
わ
か
ふ
じ
寮
」

　

開
設
61
年
目
を
迎
え
た
新

得
町
の
社
会
福
祉
法
人
厚
生

協
会
は
法
人
本
部
の
下
に
わ

か
ふ
じ
寮
等
15
の
施
設
を
持

つ
。
昭
和
28
年
聴
覚
障
害
者

の
職
業
能
力
の
向
上
と
自
立

支
援
の
た
め
身
体
障
害
の
分

野
で
は
、
道
内
で
２
番
目
、

収
容
施
設
と
し
て
全
国
で
第

１
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

施
設
、
事
業
所
の
利
用
者
は

現
在
５
０
０
名
程
で
あ
る
。

　

厚
生
協
会
の
町
へ
の
波
及

効
果
は
年
間
約
５
億
円
と
言

わ
れ
、
地
域
発
展
へ
の
貢
献

と
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。

③
高
齢
者
住
宅「
す
ず
ら
ん
」

　

全
国
市
町
村
で
、
高
齢
単

身
・
高
齢
夫
妻
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
状
況
の
中
①
単
身

高
齢
者
世
帯
②
高
齢
者
＋
同

居
者
の
条
件
で
60
才
以
上
の

方
、
又
は
要
介
護
、
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
60
才
未

満
の
方
を
対
象
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

と
し
て
、
２
０
１
３
年
10
月

１
日
開
設
さ
れ
た
「
す
ず
ら

ん
」
は
、
医
療
法
人
道
東
勤

労
者
医
療
協
会
の
運
営
で
あ

る
。

　

単
身
化
は
高
齢
に
よ
る
不

自
由
さ
に
加
え
、
き
ち
ん
と

３
食
を
と
れ
な
い
、
近
所
と

の
付
き
合
い
が
疎
遠
に
な
る
、

自
宅
内
で
事
故
に
あ
う
な
ど

の
問
題
を
助
長
す
る
。
こ
れ

ら
の
諸
問
題
に
対
し
、
高
齢

者
向
け
住
宅
は
介
護
施
設
で

は
な
い
が
、
高
齢
者
の
安
心

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

11
月
18
日
～
20
日
の
日
程

で
、
当
委
員
会
は
、
本
年
の

道
内
研
修
先
と
し
て
、「
フ

ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」（
富
良
野

市
）
厚
生
協
会
「
わ
か
ふ
じ

寮
」（
新
得
町
）
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
す

ず
ら
ん
」（
釧
路
市
）
釧
路

市
福
祉
部
生
活
福
祉
事
務
所

を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

※ ネーブル：Navel へその意「へその町ふらの」にちなんで
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
12
月

20
日
に
標
津
を
担
う
若
者
が

集
合
、
町
の
未
来
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
よ
う

と
、
町
内
の
若
者
で
作
る
未

来
塾
が
始
ま
っ
た
。
若
者
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を

学
ぶ
20
～
40
歳
前
後
の
男
女

15
人
、
私
は
思
う
、
い
つ
の

日
か
こ
の
塾
生
た
ち
が
標
津

の
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

行
く
事
を
た
の
し
み
に
見

守
っ
て
い
く
。（

石
橋
　
昌
幸
）

編集室議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

 

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
橋
　
昌
幸

委
　
　
員
　
吉
田
　
　
智

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

平
成
26
年
の
農
業
委
員
会

統
一
選
挙
で
５
期
目
を
迎
え
、

諸
先
輩
の
多
い
中
、
会
長
の

職
務
を
仰
せ
付
か
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
田
中
陽
一
と

申
し
ま
す
、
何
分
に
も
身
に

余
る
大
役
で
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

を
お
読
み
の
町
民
の
皆
様
の

中
に
は
、「
農
業
委
員
会
と

は
何
ぞ
や
!!
」
と
い
う
方
も

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
拙
い
文

章
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
農
業
委
員

会
と
は
ど
う
い
う
活
動
を
し

「
農
業
委
員
会
の

今
と
こ
れ
か
ら
」

標
津
町
農
業
委
員
会

会
長
　
田
中
　
陽
一

寄稿

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後

の
標
津
町
の
酪
農
の
課
題
に

つ
い
て
認
し
た
た

め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
農
地
法
等

に
基
づ
き
、「
農
地
が
適
正

に
有
効
使
用
さ
れ
て
い
る

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
見
て

い
る
農
地
の
番
人
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
農
地
は
農
業
者

で
な
け
れ
ば
利
用
権
の
設
定

や
売
買
は
出
来
ず
、
農
地
以

外
に
転
用
す
る
こ
と
も
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
が
農
地
と
し
て
、
よ
り

有
効
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

日
々
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

（
そ
ん
な
に
ギ
ラ
ギ
ラ
さ
せ

て
は
い
ま
せ
ん
が
・・・・・・
）

そ
の
為
、
農
業
委
員
会
は

規
制
の
根
源
と
し
て
揶や

揄ゆ

さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
規
制
改
革
会
議
の
答
申

に
よ
り
、
政
府
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
「
農
業
委
員

会
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業

生
産
法
人
」
を
一
体
で
改
革

す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
に
お
け

る
標
津
町
の
酪
農
の
現
状
を

見
ま
す
と
、
後
継
者
不
足
や

経
営
者
の
高
齢
化
・
労
働
力

不
足
等
に
よ
り
リ
タ
イ
ヤ
す

る
方
が
多
く
、
酪
農
家
戸
数

が
減
少
し
て
い
る
現
実
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
一
戸
当

り
の
経
営
面
積
が
増
大
し
、

家
族
経
営
の
限
界
が
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
に

私
の
と
こ
ろ
も
妻
と
２
人
で

年
間
５
，
０
０
０
時
間
を
軽

く
越
え
る
労
働
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

私
も
あ
と
数
年
で
リ
タ
イ

ヤ
か
と
考
え
れ
ば
暗
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
縁
あ
っ

て
こ
の
地
に
生
を
受
け
た
以

上
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
、後
継
者（
継

承
者
）
問
題
・
労
働
時
間
の

問
題
・
ス
タ
ッ
フ
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）
問
題
・
家
族
経
営

か
？
法
人
化
す
る
か
？
経
営

規
模
の
現
状
維
持
か
？
拡
大

か
？
・
・
・
・
・
等
々
問
題

は
尽
き
な
い
訳
で
す
が
、
農

業
委
員
と
し
て
標
津
町
農
協

と
も
十
分
協
議
し
な
が
ら
、

酪
農
と
い
う
産
業
の
た
め
貢

献
で
き
る
よ
う
に
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。

30
年
程
、
文
章
な
ど
書
い

た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
で
す

が
、
思
う
が
ま
ま
に
綴
っ
て

み
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
宜

し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。


